
  「福祉用具の日」協賛イベント  共催：福祉住環境コーディネーター（ＦＪＣ）協会・全国福祉用具専門相談員協会(ふくせん) 
後援：「福祉用具の日」推進協議会 

講講講演演演会会会＆＆＆シシシンンンポポポジジジウウウムムム   
～ 福祉用具レンタルサービスの質の向上に期待する人々の集い ～ 

日 時 平成 2１年     

１０月１日（木） 
      講演会       13：30～14：40 

        シンポジウム    15：00～16：40 

定 員 200 名(定員達し次第、締切らせていただきます) 

会 場 品川区立総合区民会館「きゅりあん」 
 １Ｆ小ホール 

（JR・東急線大井町駅前/ HCR会場の国際展示場から     

 臨海高速鉄道りんかい線にて約１０分/東京都品川 

区東大井５－１８－１／TEL０３－５４７９－４１００) 

           

 

平成 24 年度の介護報酬改定に向けて、「介護保険における福祉用具の給付の在り方に関する検討会」がスタートしました。次期
改定では、福祉用具の大幅な見直しが予想され、同検討会の審議が今後の福祉用具レンタルサービスの行方に大きく影響します。
今後、ご利用者にとって不可欠なサービスとして発展するか、どうか、今まさに分岐点に立っており、福祉用具レンタルサービスの
質が大いに問われています。 
このような中、福祉用具関係者の間では、サービスの質の向上の方法として、「福祉用具個別援助計画書」の作成を進める動き
があります。他の介護サービスと異なり、福祉用具は計画作成が法に位置づけられていないなど、サービスの質を左右する仕組
みが整っていません。そこで、この４月に計画作成をサポートする目的で「福祉用具個別援助計画書(標準様式)」が開発され、普
及・啓発の結果、計画作成の取り組みが大きなうねりとなって広がっているのです。 
本企画では、この標準様式の開発責任者である東畠弘子氏が基調講演、これを受け、各界を代表する識者の方々に、「福祉用
具レンタルサービスの質の向上に不可欠なもの」というテーマで、福祉用具個別援助計画をはじめ、様々な視点から大いに語って
いただき、テーマを広め、そして深めたいと思います。ぜひ、ご参加ください。 

 

 

 

 

基調講演 「福祉用具個別援助計画について」 

        東 畠 弘 子（ひがしはた・ひろこ）氏    
 [現在、国際医療福祉大学大学院に在籍。福祉用具と介護経営分野の研究とともに福祉ジャーナリストとして執
筆・講演活動などをおこなう。事故やひやりはっとの第一人者。著書「活かそう、福祉用具のひやりはっと」(中
央法規出版)ほか。全国福祉用具専門相談員協会理事・福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ協会広報委員］ 

 

シンポジウム ﾃｰﾏ「福祉用具レンタルサービスの質の向上に不可欠なもの」 

ゲスト       秋 山 由美子 （あきやま・ゆみこ）氏 
[社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団理事長 世田谷区立特別養護老人ホーム上北沢ホーム施設長・世田谷区在
宅サービス部長・同保健福祉部長などを経て平成２１年３月世田谷区役所退職後、現職に就く。社会福祉士、介
護支援専門員] 
 

金 沢 善 智 （かなざわ・よしのり）氏 
[介護環境研究所所長 理学療法士免許取得後、東京理科大学にて建築学を修め、理学療法士の知識・経験をもと
に、要介護者の福祉住環境の整備に取り組み、弘前大学大学院准教授・目白大学保健医療学部教授を経て本年よ
り現職に。医学博士・全国福祉用具専門相談員協会理事・福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ協会理事] 

小 島    操  （こじま・みさお）氏 
 [石神井訪問看護ステーション主任介護支援専門員。旧・東京都社会福祉総合ｾﾝﾀｰに福祉用具を中心とする相談
員として１５年間勤務。平成１２年より介護支援専門員として現事業所に勤務。福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ２級］ 

 

助 川 未枝保 （すけがわ・みしほ）氏 
[特別養護老人ホームじょうもんの郷施設長 理学系大学院卒業後、環境汚染等の研究職を経て昭和５６年より福
祉の世界へ。船橋市前原在宅介護支援センター長として相談援助業務を務めたのち、平成１７年 4 月より現職。
千葉県介護支援専門員指導者として、実務研修・現任研修も担当。]            

渡 邉 慎 一 （わたなべ・しんいち）氏 
 [横浜市総合リハビリテーションセンター医療部理学・作業療法課長。日本作業療法士会福祉用具委員会委員長。
元・厚生労働省老健局振興課福祉用具・住宅改修指導員。福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ検定試験２級公式テキスト執筆］ 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ     東 畠 弘 子 （ひがしはた・ひろこ）氏(前掲) 
  ■申 し 込 み 先 福祉住環境コーディネーター協会 100-0005 東京都千代田区丸の内 3-2-2 東京商工会議所ﾋﾞﾙ 3F 
                                                                電話：03-3283-7480 FAX：03-3283-7488 
■お 申 し 込 み 裏面申込書に所定事項記入のうえ郵送もしくは FAX にて協会にご返送ください。 
■その他      参加券等は特に発行いたしません。直接会場にご参集ください。 

参加無料 

＜「福祉用具の日」とは＞ 10 月1日は「福祉用具の日」です。日常生活で介護や支援を必要とする誰もが、必要な時に自分にあった
最適な福祉用具を選択し、適切に利用できる環境が求められています。このような環境を整えるため「福祉用具の日」では、福祉用具
の良さを社会に伝えたいと思う多くの方々が、毎年 10 月 1 日に普及・啓発活動を全国一斉に行っています。本企画も、この「福祉用具
の日」の記念事業として行うものです。 



FAX：03-3283-7488 
 

■主催・申し込み先 福祉住環境コーディネーター協会 100-0005 東京都千代田区丸の内 3-2-2 
 東京商工会議所ビル 3F 

                        

■お申し込み  下記申込書に所定事項記入のうえ郵送もしくは FAX にて協会にご返送ください。 

 

氏 名  
 

電話番号  

 

住 所 

 

 

そ の 他 
（該当事項に ） 

□福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ協会会員（会員 ID をご記入ください：                          ） 

□非会員                                  東京・品川

 

 

ご質問・ご意見  折角の機会ですので、今回のテーマについて、講師にお聞きになりたいことをご記入下さ
い。取りまとめのうえ、当日に皆様とともに考えたいと存じます。 

 

 

 

 

 

 

 

会 場 案 内 図 
 

 
A. 東京国際空港（羽田空港）から来られる方は、  

羽田空港～浜松町（東京モノレール）  
浜松町～大井町（京浜東北線）をご利用下さい。（所要時間約３０分） 

     

B. 東京駅から来られる方は、    

東京駅～大井町（京浜東北線）をご利用下さい。（所要時間約１４分） 

     

C. 上野駅から来られる方は、    

上野駅～大井町（京浜東北線）をご利用下さい。（所要時間約２２分） 

     

D. 横浜駅から来られる方は、    

横浜駅～大井町（京浜東北線）をご利用下さい。（所要時間約２５分） 

 


